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鈴  木　朝  子 さん  （東町２）
鹿追町自衛隊協力会女性部 部長

隊員の皆さんとの信頼を築き、女性ら
しい“後方支援”をしていけたら。

－ 72－

　

鹿
追
町
自
衛
隊
協
力
会
（
田
中
稔
会
長
）

の
「
女
性
部
」
が
３
月
８
日
に
設
立
さ
れ
た
。

　

町
民
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
設
立
総
会
で

は
田
中
会
長
も
「
留
守
隊
員
の
家
族
へ
の

支
援
に
は
女
性
の
視
線
が
必
要
」
と
期
待

を
寄
せ
た
。

　

初
代
女
性
部
長
に
選
出
さ
れ
た
鈴
木
朝

子
さ
ん
は
、
夫
が
元
自
衛
隊
員
。
設
立
ま

で
の
歩
み
を
感
慨
深
げ
に
語
る
。

　
「
女
性
部
設
立
の
思
い
を
強
く
し
た
の
は

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
す
。
旦
那
さ
ま

が
災
害
派
遣
に
行
か
れ
た
方
と
話
を
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
家
に
は
子
ど
も
と

母
親
の
み
、
周
り
に
は
頼
れ
る
身
寄
り
も

な
い
こ
と
へ
の
不
安
を
お
聞
き
し
、
何
と

か
地
域
で
支
援
で
き
な
い
か
と
考
え
た
の

で
す
」

　

町
商
工
会
女
性
部
長
で
あ
り
自
衛
隊
協

力
会
副
会
長
で
も
あ
る
鈴
木
さ
ん
は
、
町

内
に
声
掛
け
を
し
、
昨
年
10
月
に
同
協
力

会
と
町
商
工
会
女
性
部
、
Ｊ
Ａ
鹿
追
町
女

性
部
、
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
と
と
も

に
設
立
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、
準
備
を
進

め
て
き
た
。

　
「
最
初
は
、
会
員
を
募
集
し
て
も
尻
込
み

さ
れ
る
方
が
多
く
、
な
か
な
か
会
員
は
増

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
活
動
の
趣

旨
を
丁
寧
に
お
話
し
す
る
と
、
だ
ん
だ
ん

と
理
解
者
が
増
え
だ
し
た
の
で
す
」

　

訓
練
や
災
害
派
遣
な
ど
で
自
宅
を
離
れ

る
こ
と
の
多
い
隊
員
家
族
の
状
況
を
、
自

身
の
子
育
て
経
験
な
ど
か
ら
我
が
事
の
よ

う
に
感
じ
る
人
が
多
く
い
た
。

　

会
員
数
も
女
性
部
設
立
時
は
１
６
６
人
。

現
在
は
１
７
０
人
を
超
え
て
い
る
。

　
「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
で
す
。
必

要
と
さ
れ
た
と
き
に
お
役
に
立
て
る
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
の
交
流
が
不
可
欠
。
女
性
部

と
し
て
の
第
一
の
目
標
は
『
信
頼
』
を
築

く
こ
と
で
す
。
信
頼
が
基
盤
で
す
か
ら
」

　

協
力
会
女
性
部
の
設
立
は
道
内
で
も
少

な
く
、鹿
追
駐
屯
地
警
備
地
区
５
町
（
鹿
追
、

新
得
、
清
水
、
士
幌
、
上
士
幌
）
で
も
初

め
て
の
こ
と
。
今
後
は
自
衛
隊
行
事
へ
の

参
加
･
協
力
の
他
、
駐
屯
地
が
あ
り
女
性

部
活
動
が
盛
ん
な
千
歳
市
や
美
幌
町
な
ど

へ
の
視
察
も
考
え
て
い
る
。

　
「
町
内
に
心
の
絆
が
広
が
れ
ば
、
そ
れ
は

自
衛
隊
の
た
め
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
町

全
体
の
発
展
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
ん
な

思
い
で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
」

　

自
衛
隊
協
力
会
女
性
部
で
は
現
在
、
共

に
活
動
で
き
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
る
。
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４
月
の 

消
費
生
活
相
談
員 

相
談
日 

４
月
の
「
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
来
町
相
談
日
」
は
次
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 

●
相
談
日　

４
月
17
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

 

●
会　

場　

ト
リ
ム
セ
ン
タ
ー

 

●
相
談
員　

上
村 

正
子
（
か
み
む
ら 

ま
さ
こ
）
帯
広
市
在
住

  

ど
ん
な
相
談
が
で
き
る
の
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
》

◆ 

高
額
な
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。
解
約
し
た
い
。

◆ 

身
の
覚
え
の
な
い
請
求
が
き
た
け
ど
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

◆  

セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
し
つ
こ
く
て
契
約
し
た
け
ど
、解
約
し
た
い
。

◎ 

消
費
生
活
相
談
日
以
外
で
も
相
談
は
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
道
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
０
‐
７
５
０
５
‐
０
９
９
９

　
　
　
　
　
　
　
（
月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
）

・
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
８
３
７
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
曜
日　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

・
北
海
道
財
務
局
多
重
債
務
者
相
談
窓
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
０
１
１
‐
８
０
７
‐
５
１
４
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

☎
０
１
１
‐
８
０
７
‐
５
１
４
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

・
役
場
商
工
観
光
課　
　
　
　

☎
０
１
５
６
‐
６
６
‐
４
０
３
４

　
　
　
　
　
（
月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
ご
う

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
防
ご
う

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
戸
外
で
活
動
す
る

機
会
が
増
え
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
利
用
者

が
交
通
事
故
に
遭
う
危
険
性
が
高
ま
る
時
期

で
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
や
高

齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
一
時
停
止
や
徐
行
な

ど
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
歩

行
者
や
自
転
車
の
利
用
者
も
、
積
極
的
に
交

通
安
全
教
室
な
ど
に
参
加
し
て
交
通
安
全
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
交
通

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

【
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ
】

　

 

・ 「
疲
れ
」
を
感
じ
た
時
は
、
運
転
を
中
止
し

て
休
憩
し
、
居
眠
り
運
転
や
う
っ
か
り
ぼ

ん
や
り
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
を
防
止
し

ま
し
ょ
う
。

　

・ 

デ
イ
・
ラ
イ
ト
（
昼
間
点
灯
）
運
転
は
、

自
ら
の
車
の
存
在
を
歩
行
者
や
自
転
車
に

目
立
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
の

防
止
を
図
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
自

ら
が
率
先
し
て
デ
イ
・
ラ
イ
ト
運
転
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

　

・ 

飲
酒
運
転
は
重
大
な
交
通
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。
飲
酒
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は

車
で
出
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
よ
う
。
ま

た
、
周
り
の
皆
さ
ん
も

運
転
者
が
飲
酒
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

【
歩
行
者
、自
転
車
を
利
用
す
る
の
皆
さ
ん
へ
】

　

・ 

自
転
車
を
利
用
す
る
際
は
、
歩
行
者
優
先
、

飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止
、

夜
間
の
ラ
イ
ト
点
灯
、
信
号
順
守
、
交
差

点
で
の
一
時
停
止
・
安
全
確
認
な
ど
の
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

・ 

道
路
を
横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
お
年
寄

り
や
子
ど
も
を
見
か
け
た
と
き
は
、
積
極

的
に
声
を
か
け
、
安
全
に
誘
導
し
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

　

・ 

道
路
付
近
で
遊
ぶ
子
ど
も
を
見
か
け
た
と

き
は
、
安
全
な
場
所
で
遊
ぶ
よ
う
に
声
を

か
け
、
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。
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